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１ 本研究の課題 

筆者は、特別支援学校高等部の現場実習後の振

り返り学習などで、自己チェックシートや他者評

価などの手立てを用いて、生徒に自己の課題につ

いて気づくよう促し、生徒の自己理解を深めよう

と取り組んできた。しかし、その効果を感じるこ

とができず、自己理解につながらないことが多い

と感じていた。 

障害がある人の卒業後の就労で離職する理由を

調べてみると、その多くは、「職場の雰囲気、人間

関係」であった。生徒は「報連相」などの練習は

積んでいる。しかし、卒業後に「職場の雰囲気、

人間関係」で悩み離職しているということから、

就労先で適切なコミュニケーションをとることが

できていないということが推察される。 

先行研究において小川は、『自分の障害を理解し、

自分でできる対処や支援方法の理解とともに、適

切に配慮を要請するスキルを身に付ける必要があ

る。これを「自己理解力」あるいは、「セルフ・ア

ドボカシー・スキル（自己権利擁護力：SAS）とい

う。」（小川，2018）と述べている。 

生徒は、自分の不便さから「嫌だ」「困った」と

いう感情的な思いを相手に伝えることはできる。

しかし、自分の不便さがどこからきているのか、

自分自身の特性や現状について自分で分析し、合

理的配慮を受けることができるように権利主張す

ることに課題があると考えられる。このことから、

自己理解を基盤としたセルフ・アドボカシー・ス

キル獲得を目指して、指導・支援の在り方につい

て明らかにしていく。 

 

２ 先行研究から考察 

 自己理解に向けて、先行研究等から研究の方向

性について考察していく。 

(1)  「自立」・「主体性」とはどのような姿か 

自立とは、自分自身で自分の未来を切り開こう

とする主体性をもちながら、共生社会の中に自分

が存在しているという感覚をもっていることが大

切である。障害をもつ子どもたちも、できないか

らといってその全てを努力で補うようにと邁進さ

せていくことが自立ではなく、お互いに納得でき

る形での助け合いや、協力関係を築いた上で、一

緒にウェルビーイングを目指すことができるよう

にしていくことが自立の姿である。つまり、「いろ

いろな目標や目的に向かって他者に協力を要請し

たり、自分が出来ることは協力し合ったりすると

いう関係性の中に自分を置くことができる能力を

身に着けること」が重要であるといえる。 

また主体性とは、目的を達成するためや、何ら

かの事象に対して、考え、取り組み、取り組んだ

ことに対して振り返り、次なる方策を考えるとい

うような思考が起こり、「思考のサイクル」が自発

的に回ることである。思考のサイクルが自発的に

回ることで、リフレクション（振り返り）が起こ

り、更なる成長を期待することもできる。「できて

良かった」とか「大変だった」というような単な

る感想ではなく、見方・考え方・捉え方を振り返

り、それを次の計画に生かすという、思考のサイ

クルを回すことができるような支援が自己理解の

ためには必要である。 

(2)  表出することの意義 

溝上は、認知プロセスの外化を、「 書く・話す・

発表するなどの活動を通して、知識の理解や頭の

中で思考したことなど（認知プロセス）を表現す

ること。」とし、内化とは、「読む・聞くなどを通

して知識を習得したり、活動（外化）後のふり返

りやまとめを通して気づきや理解を得たりするこ

と。」（溝上，2018）であるとしている。筆者は、

認知プロセスを外化することで、表現した内容を

お互いに共有し、他者を知ることができるだけで

なく、そこから刺激を受けたり、自分にない視点

を得たりして自分を見つめなおすことができると

考えた。そして、自分と他者を比較することで、

自分の特性や癖、力量などの自己理解が深まって

いく。また、表現することは、自己の知識・技能

の定着を図り、考えを整理することができる。つ

まり、教授されることよりも、自分で表現する方

が、気づきや答えについて、学びを深めることが

できる。様々な角度の視点から振り返り、それを

表現していくことで、生徒が行為を行っている時

には分からなかったものに気づき、自分の行為を

自分になかった視点で捉え、思考するという認知



的なものに転換していくことができる。行為によ

って得た感情だけでなく、多様な視点をもって振

り返りを主体的に行うことが、認知的な思考の一

歩であり、それが自己理解へとつながる。 

 

３ 課題解決に迫って 

(1)  理論からの考察 

「振り返り」で、振り返りの対象となる行為自

体を自分が行ったという感覚をもつためにはどん

な要素があるのだろうか。また、生徒は、自分自

身の行為をどのように捉えているのだろうか。 

溝上は、M. Synofzik et al. / Consciousness 

and Cognition 17 (2008)のThe two-step account 

of agency.を次のように解説している。「『社会的

手がかり』『文脈手がかり』に基づいて、またその

行為に伴った『意図』も勘案し、その関係性を、

反省的・概念的に対象化して判断（思考）し、そ

の判断が認められれば、行為が結果を随伴したと

認知され、そこに自分の行為主体性を認知するこ

とができる」（溝上,2018） 

この、「社会的手がかり」とは、周囲と比較して

考えることであり、「文脈手がかり」とは、経緯に

ついて想起しながら考えることである。 

また、柏木は子どもの自己の認識とその発達に

ついて、「自分自身や自分の行動に対して他人がど

う思っているか、どう見ているかに気づき始めた

子どもは、自分がしたことに“当惑”を示すよう

になる。」「この“当惑”―私的自己と公的自己と

のズレや混乱―を経験し、それを統合してゆくと

き、自己像は感覚的なものから、認知的なものに

転換してゆく。」(柏木,1996）と述べている。「認

知的なもの」とは、自分で考え理解して判断して

いるという知的な活動であり、楽しいとか難しい

という感覚的なものからは一歩進んだものである。

まずは友達や先生が自分の活動や取り組みをどう

見ているのか、どう評価しているのかなど自分に

ない視点について、自分で気づくようになること

が必要である。そして、その気づきと自分の感覚

を照らし合わせて考えることで、自分と他者との

見方や感覚の違いに気づき、それについてどのよ

うに捉えたら良いか考えることにつながる。つま

り、授業実践では、振り返りを行い、「社会的 

手がかり」「文脈手がかり」を認識的なものに転換 

していくための支援が必要であると考えた。 

(2)  「問い」をもつためには 

「社会的手がかり」や「文脈手がかり」が認識

的なものに転換していくためには、「問い」が生ま

れることが必要である。 

ヴィゴツキーの「新訳版 子どもの想像力と想

像」には、『人間の脳は、過去経験の要素から新し

い状況や新しい行動を複合化し、想像力につくり

かえ、新たに生み出している』（ヴィゴツキー著 

広瀬信雄訳，2002）と述べられている。このこと

から、過去経験の要素を増やし、新しい行動を生

むための豊かな経験を積むことが「問い」を想像

するためにも必要であると考えた。「社会的手がか

り」や「文脈手がかり」などの自分にない視点を

得るという経験を積み重ね、その経験が豊かであ

るほど、「問い」が生まれる可能性が高いといえる

のではないだろうか。 

また、ヴィゴツキーの発達の最近接領域から考

えると、一人では解決できない問題を、友達の力

を借りて問題解決することができる可能性がある。

つまり、一人で問題を解決する時には得られなか

った視点は、協働的な学びの中で得ることができ

ると考えた。これは、教科的な内容を深めて考え

るという面だけではなく、自分で生み出すことの

できない感覚や見方などの振り返るための視点も

含まれていると考えられる。 

「意図」や「思考」が自分一人で出来ることで

あり、「社会的手がかり」や「文脈手がかり」は自

分一人ではできないことでもある。この自分一人

では得られない視点を、協働的な学びを通して模

倣していくことで、自分にない視点を得ることが

でき、それを繰り返していくことで、自分のこと

を「知った」から、「認識した」へと変わっていく

ことができるのではないだろうかと筆者は考えた。 

 

４ 自己を分析的に振る返るための視点の検討 

「自分の抱いた感覚の要因を捉え、それを説明

できるようになること」が大事である。仮に、自

分の抱いた感覚の要因が間違えていたとしても、

自分の言葉で表出し、説明することで、コミュニ

ケーションをとりながら調整し合うことができる

のではないだろうか。自己を正確に捉えることが

できていなくても、「自分の抱いた感覚の要因を自

分で分析し説明できることができるようになるこ

と」がセルフ・アドボカシー・スキル獲得の第一

歩である。つまり、筆者が求める自己理解とは、

「自分の抱いた感覚の要因を捉え、それを説明で

きるようになること」であり、そのためにどのよ

うな方策が有効であるのか、以下で検討していく。  

（１） 研究仮説 

「教師が振り返りの視点を提示することで生徒

は自己を分析的に振り返り、「社会的手がかり」や

「文脈手がかり」について思考したこと表出する 



ことができるだろう。」 

（２） 研究の方法 
表１ 授業実践の実際 

対象 特別支援学校高等部職業学級の１・２・３年生 
実施時期 ２０２３年４月～１０月 
教科 国語・家庭科・理科 
授業の構成 他者と一緒に取り組んだり、意見を出し合ったりするよ

うな学習活動を構成する。 

（３） 授業実践 

①  授業実践①・②（国語科） 

慣用句やことわざについてグループで調べ学習

をし、調べたことを他のグループに発表して説明

する活動を行った。振り返りの視点では、「自

分」「友達」「他のグループ」と対象(人物)を提示

し「どうでしたか？」と問うた。 

結果は、「語彙力が無い」「周りと上手く話せな

い」などの自己を反省的に振り返る発言が見られ

た。また、視点に「友達・他のグループ」の視点

があることによって、自分以外へ意識を向けて考

えることができた。しかし、「〇〇が良かった・

難しかった・分かった」などの主観的な感想が多

く、社会的手がかりや文脈手がかりについて触れ

るような振り返りは見られなかった。 

②  授業実践③（国語科） 

川柳を作る活動を行った。「川柳を作ってどうだ

ったか？」と、今行った行為を具体的に指定し、

「その感想を抱いた理由は？」とその感想の要因

を問うた。 

結果は、「難しかった」「できた」など、主観的

な感想を述べることが多く、自分の行為へと対象

を具体的に提示してもあまり変化しなかった。感

想を抱いた理由については、「振り返りを書くのが

苦手で…」などと、自分の個性や特性を鑑みて述

べたり、「例から選んだ」と自分の行為が行えた理

由について述べたりすることができる生徒がいた。 

③  授業実践④（家庭科） 

洗濯の学習でシミのもみ洗いをする活動を行っ

た。「難しかったところは？」と自己の抱いた感覚

と、「難しいと思った理由は？」とその理由につい

て問うた。結果は、「シミを落とすのが難しかった」

など、何に難しさを感じたのかを答えることがで

きた。「難しいと思った理由」については、「よご

れが落ちないから」や「汚れが深くまでいっちゃ

ってるから」などと、汚れがとれないという状況

への説明が多く、社会的手がかりや文脈手がかり

を表出することはなかった。 

 ④  授業実践⑤・⑥（理科） 

からだの仕組みについて自分で調べ、まとめた

ことを友達の前で発表する活動を行った。自分が

発表した様子について「友達から見た自分は？」

と自分以外の立場にたって自分を見る視点と、「友

達の良いところは？」「良いところを取り入れるに

は？」と比較対象に具体性をもたせる視点で問う

た。 

結果は、（友達から見ると自分は）「前を見てい

なかった」などと、自己を客観的に捉えようとす

ることができる生徒がいた。また、友達の良いと

ころは、「模型を指さして…」「観客を見て説明し

ていた」など、友達と自分や、全体の中での様子

から考えた発言が見られた。「良いところを取り入

れるには」の質問に対しては、「もう少し〇〇を…」

や「次は指をさしながら」などと、改善点を反省

的に述べることが多かった。「できる？」と聞くと、

言葉に詰まる生徒もいた。自分と友達を比較して

その良さを述べることはできていたが、自己の能

力や状態について具体的に述べるような社会的手

がかりとしての発言は見受けられなかった。 

 ⑤  授業実践⑦（理科） 

天気要素による天気の変化についての学習を行

った。「天気を予測することができそうか？」と自

分の可能性や未来を予測するように問い、そして

「そう思った理由は？」と、その理由について問

うた。 

結果は、予測は「できそう」「できそうにない」

と全員が答えることができた。知的障害の生徒は、

学習で自分の分かったことと、分からなかったこ

とについて触れてその理由について述べることが

できた。「空を見ると、今、雨が降るかどうかは判

断できるが、時間が経過したときのことまでは予

測できないから」と、現在と未来を思い浮かべる

ような文脈手がかりについて触れる発言が見られ

た。しかし、自閉症的傾向のある生徒は、理由に

ついて答えられない生徒が多く、教科書を見返し

て答えようとする生徒もいた。 

 ⑥  授業実践⑧⑨（家庭科） 

 調理実習の事前学習後と、調理実習後に、「一人

で作ることはできそうか？」と自分の可能性や未

来を予測するように問い、「その理由は？」と問う

た。 

結果は、未来を問う視点での振り返りは、「でき

そう」「できなそう」などと、自分の能力や知識を

想起させて可否を判断することができていた。実

践⑨の実習後は、「出来ると思います」と答えた生

徒が多く、“自分にもできた”や“おいしい”など

のその時抱いていた高揚感が振り返りに影響を及

ぼしており、その時に抱いていた感情（心配・微

妙・苦手・できた）に左右されて自己の能力につ

いて振る返ることが分かった。 



このような事から、未来について問い、その理 

由を問う視点は、自己を分析的に振り返ることが

できる可能性があるが、そのときの本人が抱いて

いる感情に左右されてしまうことがある。タイミ

ングも考慮して振り返りの設定をすることが必要

であることが分かった。 

また、実践⑧の事前学習後と、実践⑨の調理実

習後とで比較すると、実践⑧では、想像から得た

ことで判断しており、実践⑨では、実体験を伴っ

て判断している。抽出児 Aは、実践⑧で「不安で

す」と答え、実践⑨で「難しいと思う」と答え、

その理由に関する発言は、実践⑨の方がより具体

的になっていた。また、抽出児 Bは、実践⑧では、

「できる」と答え、実践⑨で「無理だと思う」と

答えた。その理由について、自分ができなかった

ことや戸惑ったことを具体的に述べていた。実践

の⑧と⑨のどちらも自分の可能性や未来を予測す

る中での判断であるが、実践⑨の方が、実際の自

分の力を考慮して判断している。このことから、

想像と体験を繰り返し、そこから可能性や未来を

予測して振る返ることで、「社会的手がかり」や「文

脈てがかり」に触れて振り返る可能性があること

が分かった。 

（４） 授業実践における総合考察 

自分以外の視点から、対象をより具体的に提示

する視点、自分以外の立場から自分を見る視点へ

と視点をより具体的に提示をしていった。自分が

発言した内容について、その理由を問うと、自己

を分析的に振り返る発言が表出されることもあっ

たが、過去の行為について視点の的を絞って提示

しても、自己を分析的に振り返る発言はあまり見

られなかった。しかし、「〇〇はできそうか？」な

どと自分の可能性や未来を問う質問をすると、自

分の能力や技能を思い浮かべ、その可否を判断す

る思考が生まれ、その理由を問うことで、「社会的

手がかり」や「文脈手がかり」について表出する

ことができた。 

“振り返り”というと、過去の経験を思い浮か

べてそこから自己を振り返ると筆者は想定してい

た。「困った」「難しかった」などの感覚や感情が

大きいほど、そこから自分を理解することができ

るのではないかと考えていた。生徒が今日の授業

で学んだことを思い浮かべ、それが自分にとって

どのようなところまで理解できていたかというこ

とを振り返り、次につなげていくものだと考えて

いた。しかし過去のことを聞いても、生徒にとっ

ては、「分かった」「良かった」「難しかった」とい

う授業で抱いた感情が振り返りの主体であり、自

分の能力を思い浮かべることが少ないことが分か

った。 

未来を想像し、未来の自己の可能性を想像する

中に、自分の能力を思い浮かべ、可否を判断する

ような思考がある。そして「その理由は？」と問

うことで表出されていく可能性があることが分か

った。このことから、結果を振り返るだけでなく、

未来を予想して考える学習活動と組み合わせてい

くことが必要であると筆者は考える。未来を想像

するということは、実現可能かどうか、楽しくす

るにはどういう内容がよいかなどと想像し、そこ

から「社会的手がかり」や「文脈手がかり」につ

いて検討していくことにつながる。その過程の中

で、自己を分析的に振り返ることができると授業

実践と考察から推測することができた。 

 

５ 研究の成果 

授業実践と考察より、自己理解は、自分のこと

や自分の可能性を想像したり想起したりして、そ

こから自分を分析的に見るという思考が起こるこ

とで深まっていくということが分かった。自分を

分析的に見るというのは、活動を振り返る中で、

自己の抱いた感覚を起こしている要因や要素であ

る社会的手がかりや文脈てがかりを、自分の経験

や置かれた環境から見つけたり周りと比較して考

えたりするという思考である。この思考を協働的

な学びの中で繰り返し行うことで、“視点を知った”

から“自分で認識した”に変わり、行為主体性の

判断がなされていくことが、自己理解につながっ

ていく。そして、そのような思考が自然と起こる

ようにしていくことが、自己理解を深めるための

始まりであるということが分かった。 

 

５ 今後の課題 

今回の研究の成果から、振り返りとそのための

視点の設定の重要性は明らかになったが、教師が

提示する振り返りの多様な視点の検討については、

今後も追究していくことが必要な課題である。授

業で生徒が得た感覚や感情をどのような視点で振

り返ることで自己を分析的に振り返ることができ

るのか、今後明らかにしていきたい。 
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